
いては甲修繕，乙修繕のほか交努検査，丙修繕および臨時修絡

を， 電気後|其IJドについては叩修繕のほか丙修絡および臨時修絡

を，客貨車については一般検査のほか仕立検査，局部検査， 臨

時検査および王li転検査を ， 電車については一般検査のほか局部

検査および臨時検査を， ディーゼノレ iff}Pliについては後以i定期修

繕， F)J修緩， 更新修繕のほか交番検査， 50，000 キロ検査および

臨時修繕を，総械については'1]修織のほか乙修繕および臨時修

絡を担当することになっており ，後l対区 ， 7.11111区 ， 客J;'îJjl区，

気iliJ1III区 ， M盟械区空宇の行う日常の車両巡用上の検修業務と区分

してい る。

工場にはその設備，能力， 平岡回送l時間その他により ， それ

ぞれ樹主1111 ， 気1MJII ， 答: J;'( lli等の III.filì別について鉄道管理局別

に， 発電括量， 務電池措皆様および蓄電池について鉄道管理局別 ・

滋械区別に受持範凶が定められており ， 鉄道官坦局において修

絡を担当 している前渇の機関区， 答 j;~ Ilil三等の各区のパ y? γ

ョップとして'1'修繕， 乙修繕等の大修繕および資材の配給を担

当している。

工場の設位箇所は到11路，旭川， 前穂，五綾郭， 盛岡，土崎，

郡山，新潟!，新小岩， 大井， 大船， 大宮， 長野， 浜松， 名古屋，

松任，吹田， 鷹取， 171砂，後藤， 多度津， 広島， 幡生，小倉，

若松および凶鹿児砧の 26 箇所であり ， このほか名古屋工場の

分工場が蛍川にある。

工場の内部組織は庶務課，労務課(大井， 大宮および小企の

各工場にかき.る) ， 経理課(釧路，五後郭， 新作，新小岩および若

松の各工場を除く) ， 主主術課(好ír-ltおよび若総の各工場にかぎる) ，

111阿課(新~I!および若松の各工場を除く。苗秘， 土崎，大宮，

長野および小倉の各ヱ湯は， 陸自限l車問!と客貨事務lに分れてい

る).調査詰IWIî穂， 土断;t ， 郡山，大 1"1'，大富 ， 長野， 浜絵，吹

田，聡I反， rJ}砂， 多度律および小倉の各工場にかぎる).設備flU!

(新 tl!および若松の各工場を除く)およひ.用品倉庫とな っている。

なお前穂， 土的，郡山， 大井，大'~; ， 長野，浜松， n草取およ

び小倉の各工j易にはそれぞれ次長 2 人を， 盛岡，名古屋， 吹田，

111砂，広ぬおよび脈生の各工場にはそれぞれ次長 l 人を位いて

いる。

工場の付凶器量|主! として各工場に工場校能者養成所があり ， 職

員に対して作業に必要な訓記長を li っている 。

エJJlの現業業務を分掌する機I)!;I として，機|見JIII ・ 省::r11 ・ 貨111 ・

客:l:~lli ・ 従事(またはtP; 1 '�'l!)ll. m 2 'i ltIII) ・ i'Irr効率 ・ 荷役機械・

工後 ・ 旋量生 ・ 工具 ・ 鍛冶 ・ 製缶(または第 1 製缶 ・ t高 2 製缶) ・

仕上 ・ 鉄工 . rli機 ・ 塗エ - 船舶 ・ \il4千物 ・ 製材 ・ 51' 11材 ・ 輸送 ・ 動

力 ・ 検査(またはtro 検査 . tp; 2 検査)および営繕の各職場が

あり ， 工場の鋭敏に応じて位かれている。その総数は 306 にお

よんでいる。

工場に所属する戦.ki.の数は約 42，500 人であり ， 国鉄の総戦只

数の 0.09% を占めている。一一ム職Ji\.lo (宮原正I江)

こうじ ょう かんじ よう 工場勘定 国鉄の車両工場， 自動車

工場，被11日工幻J，木材防総工場， 向J!fill場，製材場および繰後工

事事務所において， 車両 ・ f 'i iliJ1 IJi ・ 機械等の修理または製作に

~した直接間接の経~'lを記録捻理し ， かっこの修理製作等の工

事完成高等を，他勘定その他に煩勝した場合の収入(経政回収

額)を記録盤理する勘定て~t，って会計上消J"):勘定と呼ばれ， 工

場収入とヱ揚経1/.'1の勘定科目に I~分されている。工場経質は111

雨工島品目'1.， gl 動車工場限および諸工幼虫に分れ， 各工場所管の

実際の経政を記録怒沼!し，また工場収入は年度途中においては

標準原{田iまたは予定原1聞により経裂を回収するので年度末にお

いては多少の誤差を生ずること と なる。したがって年度末にお

こうじょうけ

いては，突際の経費支出に適合させるため工場収入と工場経伐

の差額は，これをそれそれ関係勘定の当該科目に仮桜整理する

結*，経'/'(と収入とが同級となることが， この勘定の特長であ

る。(中川盛代雄)

こうじ ようぎこう 工場技工 国欽工場におかれる軟で， 作

~掛の指jmをうけて製品 ・ 修緩占もおよび訓生品の 1111工および建

物の保守施工作業に従事するもので， 一般の 111] 工場の械工と呼

ばれているものに相当す る。

工場技工の職務内容には， 数多 く のl紋僚の職務が含まれてお

り，これを一般の呼名によって分類してみると旋鉱工， 塗装工，

鋳物工， 吹十l 工等大分けにしても十数組のものに分類できる。

「加藤誠次郎)

こうじようぎこうてつだい工場技工手伝 医l鉄工場におか

れる戦で作業掛の指fJjlをうけて ， 工場技工の職務中比較的経易

な作業に従事するもので， 技術のおi皮が一人前の工場後工の水

準に至らないもののことである。

工湯妓工手伝として技術の向上に努め， 技能試験に合格した

のち工場技工に採用される。ー」工場妓工。(加雌誠次ú!O

こうじようぎのうし 伊 ょうせいじ よ 工場技能者養成所

工場および自動車工場の十l 鼠磁闘。工場および自動車工場の

職nに対し，作業に必要な訓練を行う国鉄の養成後除lの l つで

ある。すなわち中堅幹部技術絞員および工場技工の養成と ， 一

般工場職員の蒋教育とを行うと こ ろである。全国 28 箇所の工

場および自動車工島品に設置し てある。高等科(工場の中堅幹部

技術核員の養成を目的とする科) ， 普通科(工場校エの養成を目

的とする科)および修筏科(再教育を目的 と する科)を i泣き，その

修業l~j間は高等科が 6 月， tÝ'j通科が 3 年で， ~技科はそのつど

定めることになっている。高等科は後|弘1 111科，客:1:~ヰi科および

話量級科に分れ， 普通科は鍛冶科， 鈴物科， Jj主総科，製{fr科，仕

上科，木工科，塗工科， 1t! 1畿科および I~I ifOl llI科に分れている。

工場技能者養成所には所長，教可し講師J ， 助手および事務織

が泣かれている。 (';"m正直)

こうじようけいり 工場経理 (国鉄の) 工泌(車両工場を指

す。ほかに国鉄には自動車 ・ 彼1111および木材防腐工場がある)

の創業は鉄道開通の l 年前!日l 治 4 年であって， 工場経I'Jlはその

ときに始まり 今日におよんでいるが， 工場経国の泌が)fJいられ

たのは， 明治 43 年に制定された工場経理Hi.l誌が絞初である。

工場経理は当初J物品事務の一部として処加されたが， 今 日 に

おし、ても会計，物品， 財産， 監査および計J):証明 ， .\:'l金等に隙l

してはそれぞれの規程の定めにしたがって処迎し ， 工場経理!規

程はこれらの諸規程以外の特殊の事項および取扱の制fI自につい

て規定したものである。工i易経理における特殊の事項には工場

勘定(製造簿記)の整理， 工事(製造， 修理， 改造等工島Li本米の

業務)の取敏， 製造原価計算等を挙げることができる。

工場経理事務の内容を経理担当政の分卒事項によって示せば

っさrのとおりであって， 工場経理の特殊事項中， 勘定整理は(2)

の中に， 原!蘭計J):fì (3)に含まれ， 工事の取扱は技術担当課の分

掌IJ~項とされているが， 工場経理の業務としても不可分の除lill

を持つものである。

(1) 予J7-の実施計画に関すること (2) 支払， 徴収および決

算の姿求に関すること (3) 原佃l青 I'Z"):に関すること (4) 所管

業務の契約の事務に関すること()羽品会l阜の所管に泌する事項

を除く)。

現在国鉄の 26 工場中， 21 工場においては経辺謙が上認の業

務を分掌し ， 5 工場(劃1 1路， 五稜郭， 新事I! ， 新小岩， 若松)は規

模が小さいので庶務課が分掌している。
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